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10
月
よ
り
、
子
育
て
応
援
医

療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
拡
充

す
る
こ
と
に
伴
い
、
出
生
か
ら

「
15
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
」
の
対
象
年

齢
を
、
更
な
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
、
子
ど
も
の

適
正
な
医
療
機
会
の
確
保
の
た

め
「
18
歳
に
達
す
る
日
の
属
す

る
年
度
の
末
日
ま
で
」
に
拡
充

し
ま
す
。

　

合
併
市
町
村
振
興
基
金
と
し

て
合
併
特
例
債
を
活
用
し
た
基

金
創
設
を
行
う
も
の
で
、
財
源

は
上
限
40
億
円
を
借
入
れ
ま
す
。

元
金
償
還
が
終
了
し
た
額
の
範

囲
内
で
取
崩
し
が
可
能
と
な
り

予
算
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

使
途
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
括

交
付
金
や
集
会
施
設
な
ど
の
改

修
と
し
ま
す
。

　
「
敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
」

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
高
齢
化

の
進
展
な
ど
で
、
90
歳
以
上
99

歳
ま
で
５
０
０
０
円
、
１
０
０

歳
を
越
え
た
方
に
２
万
円
を
支

給
し
て
い
た
祝
い
金
を
廃
止
し
、

敬
老
祝
金
の
支
給
を
88
歳
（
米

寿
）、
99
歳
（
白
寿
）、
お
よ
び

１
０
０
歳
に
集
約
し
ま
す
。
敬

老
記
念
品
の
贈
呈
を
廃
止
し
、

地
域
で
主
催
す
る
敬
老
行
事
の

補
助
金
を
、
一
人
あ
た
り
２
０

０
０
円
か
ら
２
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
ま
す
。

　

文
教
民
生
常
任
委
員
会
で
否

決
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。（
関
連
記

事
11
・
12
ペ
ー
ジ
）

　

築
館
保
育
所
内
に
お
い
て
病

後
児
保
育
事
業
を
実
施
す
る
た

め
の
改
正
に
伴
い
、
特
別
保
育

事
業
に
、
病
気
の
回
復
期
に
あ

る
市
内
に
住
所
を
有
す
る
生
後

６
か
月
児
か
ら
未
就
学
児
で
、

集
団
で
保
育
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
児
童

を
対
象
と
す
る
病
後
児
保
育
事

業
が
加
わ
り
ま
す
。

　

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、
細
倉
鉱
山
資

料
館
の
展
示
物
な
ど
を
す
べ
て

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
に
移
設
展

示
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
細
倉
鉱
山

資
料
館
が
閉
館
し
ま
す
。

15
歳
か
ら
18
歳
に

無

料

化

拡

充

栗
原
市
ま
ち
づ
く
り

基
金
条
例
創
設

敬

老

行

事

に

５
０
０
円
ア
ッ
プ

病

後

児

保

育

事

業

を

実

施

細
倉
鉱
山
資
料
館
閉
館

子育て応援医療費18歳まで無料
２月定例議会で可決した、条例の制定や改正について主な内容をお知らせします。

条　例

元気に遊ぶ子どもたち

マインパークに移設される展示物

「健康第一」気軽に診察を
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三
峰
工
業
団
地
の
造
成
工
事
が
３
月
末
に
完
成
予
定
で
す
。

造
成
土
工
の
数
量
変
更
に
伴
い
、
契
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

﹇
契
約
金
額
﹈

　

変
更
前
の
契
約
額　

12
億
４
５
８
８
万
５
８
４
０
円

　

変
更
後
の
契
約
額　

12
億
２
０
９
８
万
６
４
４
０
円

﹇
契
約
の
相
手
方
﹈

　

佐
々
貞
・
宮
城
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
〈
栗
原
市
〉

　

築
館
三
峰
工
業
団
地
内
の
土

地
と
エ
ヌ
・
エ
ス
・
ト
ー
ト
㈱

の
敷
地
（
築
館
）
を
等
価
交
換

し
ま
し
た
。

﹇
交
換
の
相
手
方
﹈

　

エ
ヌ
・
エ
ス
・
ト
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
栗
原
市
〉

　

金
成
の
旧
津
久
毛
小
学
校
の

跡
地
に
建
設
中
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
８
月
に
完
成
す
る
こ

と
か
ら
４
台
の
配
送
車
を
購
入

し
ま
す
。

﹇
取
得
金
額
﹈

　

２
１
４
８
万
１
８
８
８
円

﹇
財
産
取
得
の
相
手
方
﹈

　

い
す
ゞ
自
動
車
東
北
（
株
）

　

宮
城
支
社
大
崎
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
大
崎
市
〉

財
産
の
交
換

財
産
の
取
得

契
約
の
変
更

（
仮
称
）
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
給
食
配
送
車　

４
台

●
人
件
費

　
　
　
　
　
（
２
０
３
０
万
円
）

　

給
与
改
定
な
ど
に
よ
り
増
額

し
ま
す
。　

●
庁
舎
等
管
理
費

　
　
　
　
（
△
７
８
９
０
万
円
）

　

市
役
所
の
南
側
駐
車
場
整
備

工
事
な
ど
の
減
額
を
し
ま
す
。

●
年
金
生
活
者
等

　

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

　
　
　
　
（
３
億
８
０
０
万
円
）

　

国
の
補
正
予
算
に
伴
い
年
金

生
活
者
な
ど
約
１
万
人
を
対
象

に
、
一
人
あ
た
り
３
万
円
の
臨

時
福
祉
給
付
事
業
を
し
ま
す
。

●
保
管
牧
草
等
対
策
経
費

　
　
　
（
△
１
億
７
６
０
万
円
）

　

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
牧
草

を
保
管
す
る
牧
草
シ
ー
ト
被
覆

事
業
の
減
額
を
し
ま
す
。

●
農
業
振
興
推
進
費

　
　
　
　
　
（
７
５
６
０
万
円
）

　

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
集

積
協
力
金
を
増
額
し
ま
す
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

運
行
管
理
経
費

　
　
　
　
（
△
７
６
４
０
万
円
）

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
委
託

料
を
減
額
し
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
で
は
、
年
金
生
活
者
へ
一
人
あ
た
り
３
万
円
が
支
給
さ
れ
る
福
祉
給
付
事
業

費
や
市
役
所
の
南
側
駐
車
場
を
整
備
す
る
工
事
の
減
額
、
汚
染
牧
草
を
保
管
す
る
牧
草
シ
ー
ト
被
覆
事

業
の
減
額
な
ど
、
総
額
17
億
９
４
０
０
万
円
の
減
額
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

補正補正
予算予算

福
祉
給
付
金
３
万
円
を
支
給

人 事
○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

　

千ち　

葉ば　

み
ど
り 

さ
ん
（
志
波
姫
）
新
任

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　

木き　

村む
ら　

　
　

尚
ひ
さ
し 

さ
ん
（
栗　

駒
）
再
任

平成27年度

意見書・請願・陳情・討論

給付金を知らせるパンフレット

市役所の駐車場、平成２８年度に延期
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委員会報告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

付
託
議
案
を
審
査
し
ま
し
た

総務常任委員会、産業建設常任委員会、
文教民生常任委員会はそれぞれの常任
委員会に付託された議案の審査を行い
ました。主な質疑を掲載します。

ジオパークを楽しく説明する地域おこし協力隊

指定管理者による管理となる湖畔のみせ「旬彩」

地域で祝う敬老会
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委員会報告

　

平
成
27
年
度
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
で
活
動

し
て
い
る
人
数
は
。

　

全
国
的
に
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
地
域
に
住
所
を
移
し
、

結
婚
し
て
い
る
と
い
う
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
栗

原
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
、
３
名
の
う
ち
男
性
１
名
、

女
子
２
名
で
い
ず
れ
も
独
身
で

あ
る
。
住
所
は
、
現
在
、
栗
原

市
に
移
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
状
況
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
は
２
月

15
日
現
在
で
、
交
付
対
象
数
は

世
帯
で
２
万
５
２
４
１
通
、
交

付
済
数
が
２
万
４
６
１
８
通
で

あ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申

請
数
は
２
月
15
日
現
在
で
、
３

３
５
０
通
、
交
付
済
数
が
６
０

５
通
で
、
市
の
保
管
数
が
１
６

７
０
通
で
あ
る
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
は
全
体
で
何
人
に
な

る
か
。
ま
た
、
隊
長
等
の
人
数

は
何
人
か
。
近
隣
自
治
体
の
設

置
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

隊
員
は
90
人
を
見
込

ん
で
い
る
。
隊
長
が
１

名
、
副
隊
長
が
１
人
、
地
区
隊

長
が
10
人
と
な
る
。
ま
た
近
隣

で
は
登
米
市
で
設
置
さ
れ
、
県

内
で
は
11
の
自
治
体
で
隊
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
崎

市
で
は
平
成
28
年
度
設
置
予
定

と
伺
っ
て
い
る
。

　

改
正
に
よ
り
対
象
者

に
支
給
さ
れ
る
敬
老
祝

金
が
減
額
と
な
る
が
、
改
正
し

よ
う
と
し
た
基
本
的
な
考
え
方

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

条
例
の
改
正
に
よ
り
、

対
象
者
へ
の
敬
老
祝
金

は
88
歳
、
99
歳
、
１
０
０
歳
の

節
目
で
の
支
給
と
し
、
各
地
区

で
行
う
敬
老
会
事
業
の
交
付
金

を
１
人
当
た
り
５
０
０
円
増
額

す
る
こ
と
と
し
た
。
長
寿
を
地

域
の
皆
さ
ん
で
お
祝
い
す
る
こ

と
に
よ
り
、
敬
老
意
識
の
啓
発

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
発

化
を
目
的
と
す
る
。

　

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
の
事

業
概
要
は
ど
う
か
。

　

国
の
平
成
27
年
度
補

正
予
算
で
交
付
さ
れ
る

補
助
金
で
あ
り
、
市
内
の
対
象

者
は
約
１
万
人
を
見
込
ん
で
い

る
。
支
給
額
は
１
人
当
た
り
３

万
円
と
し
、
平
成
28
年
４
月
中

旬
に
対
象
者
へ
通
知
・
申
請
を

受
付
し
、
５
月
上
旬
か
ら
支
給

を
予
定
し
て
い
る
。

　

医
学
生
修
学
一
時
金

貸
付
事
業
の
貸
付
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

現
在
ま
で
16
人
に
貸

付
を
行
っ
て
い
る
。

　

内
訳
は
、
在
学
中
が
８
人
、

医
師
に
な
っ
た
方
が
８
人
、
２

人
が
栗
原
中
央
病
院
で
医
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
る
。

　

塩
化
カ
リ
散
布
に
関

す
る
調
査
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

平
成
26
年
の
調
査
結

果
は
回
収
率
85
％
で
、

う
ち
85
％
の
方
が
散
布
し
て
お

り
、
そ
の
半
分
の
方
が
１
、２

袋
残
っ
て
い
る
と
の
回
答
で
あ

っ
た
。　

塩
化
カ
リ
散
布
に
係

る
費
用
負
担
を
東
京
電

力
に
請
求
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

塩
化
カ
リ
散
布
経
費

な
ど
を
補
償
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
要
請
し
て
い
く
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理

施
設
と
す
る
提
案
で
あ
る
が
、

管
理
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

　

外
ト
イ
レ
を
除
く
施

設
の
管
理
と
し
て
い
る
。

な
お
、
ト
イ
レ
は
市
で
管
理
を

行
い
、
清
掃
は
週
３
回
程
度
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

ト
イ
レ
は
公
衆
ト
イ

レ
と
し
て
夜
も
使
用
で

き
る
の
か
。

　

現
在
は
冬
季
閉
鎖
中

で
あ
る
が
、
営
業
日
に

関
係
な
く
、
ト
イ
レ
は
４
月
か

ら
11
月
ま
で
は
い
つ
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

放
射
能
汚
染
汚
泥
処

理
業
務
委
託
料
１
８
０

０
万
円
減
額
。
放
射
能
汚
染
が

減
少
し
た
た
め
か
。

　

こ
の
委
託
料
は
、
掛

か
り
増
し
経
費
分
の
計

上
で
あ
り
、
処
分
単
価
な
ど
の

減
少
に
伴
い
不
用
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
減
額
を
行
う
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
活
動

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

湖
畔
の
み
せ
「
旬
彩
」

指
定
管
理
者
を
決
定

敬

老

祝

い

金

節

目

で

支

給

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

　

２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
栗
原

市
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
や
、
給
与
改
定
な
ど
に
伴
う

人
件
費
の
補
正
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
10
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
ま
た

は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、「
敬
老

祝
金
等
支
給
条
例
」
の
一
部
改
正
な
ど
の
条
例
８
件
、
一

般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
の
予
算
６
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
３
件
、
計
17
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、「
敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
」
は
賛
成
・

反
対
同
数
の
た
め
、
委
員
長
決
裁
に
よ
り
否
決
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）

　

２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
湖
畔

の
み
せ
「
旬
彩
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
議
案

の
ほ
か
、
事
業
実
績
の
精
査
な
ど
に
伴
う
各
種
会
計
補

正
予
算
な
ど
10
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
協
働
推
進
費 (

地

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業)

個
人
番
号
通
知
カ
ー

ド

配

布

状

況

は

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
設
置
状
況
は

放
射
性
物
質
吸
収

抑

制

対

策

事

業

敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

湖
畔
の
み
せ
旬
彩

水

道

事

業

会

計

補

正

予

算

一

般

会

計

補

正

予

算

に

つ

い

て

病

院

事

業

会

計

補
正
予
算
に
つ
い
て

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ
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討　論

　

こ
の
議
案
は
議
員
の
期
末
手

当
を
０
・
０
５
月
（
約
２
万
円
）

引
き
上
げ
る
内
容
で
あ
る
。
議

員
は
一
昨
年
の
政
務
活
動
費
の

支
給
条
例
で
一
人
あ
た
り
年
間

30
万
円
使
え
る
状
況
に
あ
り
実

質
的
に
議
員
報
酬
引
き
上
げ
に

繋
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の

引
き
上
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
こ
の
議
案
は
反
対
す
る
。

　

敬
老
行
事
補
助
金
の
１
人

２
５
０
０
円
は
適
正
で
あ
る
。

し
か
し
、
敬
老
祝
い
金
の
一
部

廃
止
お
よ
び
記
念
品
の
廃
止

は
、
多
数
の
対
象
者
が
未
支
給

と
な
り
、
敬
老
事
業
費
全
体
で

４
３
１
万
７
０
０
０
円
の
大
幅

削
減
と
な
る
。
老
人
会
・
自
治

会
な
ど
へ
の
説
明
が
不
十
分
で

唐
突
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

し
て
い
た
敬
老
祝
い
金
を
廃
止

し
、
90
歳
の
方
に
支
給
し
て
い

た
記
念
品
も
廃
止
し
て
敬
老
事

業
費
全
体
で
４
３
１
万
円
削
減

す
る
こ
と
は
、
条
例
の
目
的
か

ら
大
き
な
後
退
だ
。

　

こ
れ
ま
で
個
人
に
対
し
て
支

給
し
て
い
る
敬
老
祝
い
金
を
節

　

こ
れ
ま
で
90
歳
を
超
え
１
０

０
歳
未
満
の
方
に
５
０
０
０
円
、

１
０
０
歳
を
超
え
た
方
に
２
万

円
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
支
給

　

こ
の
補
正
予
算
に
は
市
長
・

議
員
な
ど
特
別
職
の
期
末
手
当

の
引
き
上
げ
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
市
長
の
給
料
は
県

内
35
自
治
体
中
６
番
目
に
高
く

議
員
報
酬
も
５
番
目
に
高
い
。

一
方
、
市
民
所
得
は
27
番
目
と

低
い
位
置
に
あ
る
。

　

こ
の
状
況
の
中
で
市
長
・
議

員
の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
は

す
べ
き
で
な
い
。

　

総
額
74
億
円
余
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
計
画
基
本
構
想
最
終
案

策
定
を
新
年
度
に
先
送
り
し
て

い
る
。
敬
老
祝
金
等
敬
老
事
業

費
全
体
で
４
３
１
万
円
削
減
や
、

民
間
委
託
先
の
劣
悪
な
労
働
条

件
を
放
置
し
て
い
る
。
一
方
、

市
長
、
議
員
等
特
別
職
の
期
末

手
当
０
・
０
５
月
分
引
上
げ
が

計
上
さ
れ
て
お
り
反
対
す
る
。

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、

期
末
手
当
の
支
給
率
を
一
般
職

員
に
準
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　

昨
今
の
経
済
状
況
は
市
議
会

と
し
て
も
配
慮
す
べ
き
課
題
で

あ
る
。
し
か
し
、
将
来
、
政
治

を
志
す
多
く
の
人
材
の
待
遇
を

残
す
こ
と
は
現
職
議
員
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
こ
と
を
考

　

過
日
、
本
会
議
に
お
い
て
議

員
発
議
に
よ
る
議
員
報
酬
等
の

条
例
改
正
お
よ
び
常
勤
特
別
職

の
給
与
等
の
条
例
、
教
育
長
の

給
与
等
の
条
例
の
改
正
が
い
ず

れ
も
可
決
し
て
い
る
。

　

こ
の
補
正
予
算
に
は
、
改
正

条
例
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
条

例
、
予
算
一
致
の
原
則
か
ら
賛

成
す
る
。

　

歳
入
で
は
過
疎
債
や
合
併
特

例
債
な
ど
の
活
用
に
よ
り
実
質

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
歳
出

で
は
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
２

人
目
以
降
を
無
料
化
、
医
療
費

も
18
歳
ま
で
を
無
料
と
す
る
な

ど
子
育
て
支
援
を
強
化
し
、
各

種
基
金
の
積
立
て
な
ど
将
来
に

備
え
る
配
慮
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　

こ
の
条
例
は
人
事
院
勧
告
に

準
じ
て
市
長
な
ど
の
常
勤
特
別

職
の
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月

分
、
年
間
平
均
で
４
万
３
１
８

３
円
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
議

員
の
分
は
年
額
で
２
万
50
円
の

引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
っ
ち
は
い
い
け
ど
、
そ
っ

ち
は
ダ
メ
と
い
う
理
由
は
な
く
、

こ
の
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

目
の
88
歳
、
99
歳
、
１
０
０
歳

と
し
、
敬
老
事
業
費
１
人
２
０

０
０
円
の
補
助
金
を
２
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
て
自
治
会
に
一

括
交
付
さ
れ
る
。

　

改
正
に
よ
り
、
自
治
会
の
運

営
と
敬
老
行
事
へ
の
参
加
者
が

増
え
、
地
域
み
ん
な
で
お
祝
い

が
出
来
る
の
で
賛
成
す
る
。

所
得
統
計
に
よ
れ
ば
市
民
所
得

は
27
番
目
の
１
９
９
万
７
０
０

０
円
、
市
長
給
料
は
６
番
目
の

96
万
９
０
０
０
円
だ
。
引
き
上

げ
の
要
素
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の

給
料
や
期
末
手
当
は
市
民
の
暮

ら
し
や
所
得
の
状
況
な
ど
を
十

分
に
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
県
民

　

本
会
議
で
議
題
と
な
っ
た
次

の
６
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
ま

た
は
反
対
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ

れ
が
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

え
賛
成
す
る
。

発
議
第
１
号　

栗
原
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期

末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
37
号　

栗
原
市
敬
老
祝
金
等

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
号　

平
成
27
年
度
栗
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
第
13
号　

平
成
28
年
度

栗
原
市
一
般
会
計
予
算

議
案
第
31
号　

栗
原
市
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
32
号　

栗
原
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
附
則
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
栗
原
市
教

育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

討

論
沼
倉　
　

猛 

議
員

佐
藤　
　

悟 

議
員

佐
藤　

文
男 

議
員

沼
倉　
　

猛 

議
員

菅
原　

勇
喜 

議
員

小
野　

久
一 

議
員

石
川　

正
運 

議
員

菅
原　

久
男 
議
員

佐
々
木　

脩 

議
員

佐
々
木　

脩 

議
員

佐
藤　

久
義 

議
員

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

　　議員氏名

件　　名　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
沼
倉　
　

猛

佐
藤　

範
男

佐
々
木
幸
一

石
川　

正
運

菅
原　

勇
喜

高
橋　
　

渉

佐
藤　
　

勇

佐
藤　

久
義

菅
原　

久
男

阿
部　

貞
光

鹿
野　

芳
幸

瀨
戸
健
治
郎

三
塚　
　

東

佐
藤　

千
昭

三
浦　

善
浩

五
十
嵐　

勇

佐
々
木
嘉
郎

小
岩　

孝
一

高
橋　

勝
男

佐
藤　

文
男

髙
橋　

義
雄

相
馬　

勝
義

佐
々
木　

脩

小
野　

久
一

佐
藤　
　

悟

濁
沼　

一
孝

発議第１号 可
決反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 欠 賛 賛 反 賛 －

議案第１号 可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

議案第１３号 可
決反 賛 賛 賛 反 賛 欠 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

議案第３１号 可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

議案第３２号 可
決反 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 反 賛 －

議案第３７号 可
決反 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 反 反 －

２月定例議会での審議結果 (意見が分かれた議案について掲載しました )

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒賛成しなかった議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため表決に加わらない


